
萬
年
甫
・
岩
田
誠
編
訳

「
神
経
学
の
源
流
３
ブ
ロ
カ
」

萬
年
甫
博
士
の
神
経
学
源
流
シ
リ
ー
ズ
は
、
第
一
冊
目
「
バ
バ
ン
ス

キ
ー
」
が
一
九
六
八
年
に
、
第
二
冊
目
「
ラ
モ
ニ
・
カ
ハ
ー
ル
」
が
翌

年
の
一
九
六
九
年
に
出
版
さ
れ
た
。
今
回
、
こ
れ
ら
二
冊
の
増
刷
出
版

と
同
時
に
、
第
三
冊
目
の
「
ブ
ロ
カ
」
が
新
し
く
出
版
さ
れ
、
こ
れ
で

古
典
紹
介
三
部
作
が
出
揃
っ
た
こ
と
に
な
る
。
「
ブ
ロ
カ
」
の
み
岩
田
誠

博
士
と
の
共
著
と
な
っ
て
い
る
。

ピ
ェ
ー
ル
・
ポ
ー
ル
・
ブ
ロ
カ
（
一
八
二
四
’
一
八
八
○
）
の
名
前
は
、

運
動
失
語
を
ブ
ロ
カ
失
語
と
呼
び
、
そ
の
言
語
中
枢
を
ブ
ロ
カ
中
枢
と

呼
ぶ
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
彼
が
こ
の
言
語
中
枢
を
発
見
す
る

に
至
っ
た
経
過
、
ダ
ッ
ク
ス
と
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
論
争
、
さ
ら
に
彼

は
非
常
に
幅
広
い
す
ぐ
れ
た
科
学
者
で
興
味
あ
る
人
物
で
有
名
で
あ
る

が
、
彼
に
つ
い
て
モ
ノ
グ
ラ
フ
の
形
で
出
版
さ
れ
た
の
は
今
ま
で
に
即
四
国
、
尉

牌
三
房
『
の
弓
豐
一
国
３
８
」
（
一
九
七
九
）
の
み
に
す
ぎ
な
い
・

本
書
「
ブ
ロ
カ
」
は
、
第
一
章
ブ
ロ
カ
の
生
涯
、
第
二
章
ブ
ロ

カ
の
業
績
、
第
三
章
ブ
ロ
カ
と
現
代
よ
り
な
り
、
一
読
し
て
あ
ら
た

め
て
古
典
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

第
一
章
で
は
ブ
ロ
カ
の
生
い
立
ち
か
ら
家
庭
、
研
究
生
活
な
ど
が
興

味
深
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
八
五
○
年
病
院
外
科
医
の
コ
ン
ク
ー
ル

に
失
敗
し
、
人
生
で
初
め
て
の
挫
折
感
を
味
わ
っ
た
が
、
五
三
年
に
は

奮
起
し
て
病
院
外
科
医
と
教
授
資
格
試
験
に
優
秀
な
成
績
で
合
格
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
外
科
を
志
望
し
て
い
た
が
、
彼
に
割
り
あ
て

ら
れ
た
の
は
、
パ
リ
か
ら
や
や
離
れ
た
精
神
病
患
者
の
多
い
ビ
セ
ー
ト

ル
病
院
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
彼
は
非
常
に
不
満
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
挫

折
と
不
満
が
人
間
を
成
長
さ
せ
る
と
い
う
の
は
彼
に
つ
い
て
も
言
え
よ

う
。
後
に
ビ
セ
ー
ト
ル
病
院
で
の
経
験
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
を

当
時
の
彼
は
想
像
も
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

第
二
章
は
彼
の
主
論
文
の
邦
訳
と
、
そ
れ
ら
の
解
説
に
あ
て
ら
れ
て

い
る
。
特
に
彼
が
言
語
中
枢
を
発
見
す
る
に
至
る
過
程
は
、
フ
ラ
ン
ッ
．

ガ
ル
に
始
ま
る
骨
相
学
、
さ
ら
に
当
時
の
医
学
界
の
考
え
方
な
ど
広
い

視
野
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
「
下
手
な
推
理
小
説
を
読
む
よ
り
は
る
か

に
興
奮
す
る
」
と
い
う
故
中
田
瑞
穂
博
士
の
言
葉
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、

本
書
の
圧
巻
で
あ
る
。
つ
い
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。
ダ
ッ
ク
ス
と
の

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
論
争
に
つ
い
て
も
詳
し
い
。
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
論
争

と
な
る
と
人
は
往
々
自
制
を
失
い
、
一
見
冷
静
な
科
学
者
の
人
間
的
な

側
面
が
如
実
に
現
わ
れ
て
く
る
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
人
間
ド
ラ
マ
は
、

小
説
以
上
に
魅
力
的
で
あ
る
。
言
語
中
枢
は
、
ベ
ル
・
マ
ジ
ャ
ン
デ
ィ

ー
の
法
則
と
並
ん
で
過
去
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
論
争
の
双
壁
で
あ
ろ
う

が
、
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
持
つ
魔
力
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
保
存
さ
れ
て
い
る
ブ
ロ
カ
の
患
者
の
脳
を
め
ぐ
っ
て
、
は
た

し
て
ブ
ロ
カ
領
域
に
相
当
す
る
部
位
が
侵
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
の
マ
リ
ー
と
デ
ジ
ェ
リ
ン
ヌ
の
論
争
も
興
味
深
い
。
「
人
は
自
分
の

見
た
い
面
か
ら
の
み
も
の
を
見
る
の
で
あ
る
」
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら

れ
た
。
ブ
ロ
カ
の
論
文
を
は
じ
め
と
し
て
、
古
典
と
し
て
再
読
に
値
す

る
も
の
は
い
ず
れ
も
単
独
執
筆
で
あ
る
。
最
近
の
論
文
は
著
者
の
数
が

や
た
ら
に
多
く
、
十
名
以
上
の
も
の
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
誰
の
思
想
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も
そ
こ
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
味
気
な
さ
を
感
じ
て
い
る
の
は
筆
者

だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

第
三
章
は
、
ブ
ロ
カ
中
枢
の
今
日
的
意
義
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
最
近
は
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
な
ど
に
よ
り
、
生
存
中
に
患
者

の
脳
の
局
在
機
能
を
画
像
で
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
ブ
ロ

カ
の
時
代
に
は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
ブ
ロ

カ
中
枢
は
左
前
頭
葉
に
あ
る
。
右
前
頭
葉
の
同
部
は
一
体
何
を
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
筆
者
の
年
来
の
疑
問
で
あ
る
。

最
後
の
ブ
ロ
カ
の
業
績
一
覧
は
完
備
し
て
い
て
、
幅
広
い
専
門
家
で

あ
る
彼
の
側
面
が
う
か
が
え
る
。
デ
ュ
シ
ェ
ン
ヌ
に
先
が
け
て
デ
ュ
シ

ェ
ン
ヌ
型
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
報
告
（
一
八
五
一
）
を
し
て
い
る
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
論
文
も
あ
る
。
「
肉
眼
で
判
ら
な
い
こ
と
は
顕
微
鏡

で
見
て
も
な
か
な
か
判
ら
な
い
」
な
ど
、
本
書
は
単
に
ブ
ロ
カ
の
紹
介

だ
け
で
な
く
、
著
者
の
思
想
が
に
じ
み
で
て
い
て
面
白
い
。

本
書
は
前
二
言
と
同
様
、
読
む
人
そ
れ
ぞ
れ
に
新
し
い
問
題
点
を
み

つ
け
る
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
よ
う
。

（
古
川
哲
雄
）

〔
東
京
大
学
出
版
会
・
東
京
都
文
京
区
本
郷
七
’
三
ｌ
一
東
大
構
内
、
電
話

○
三
’
三
八
二
’
八
八
一
四
、
一
九
九
二
年
五
月
刊
、
Ａ
五
判
、
三
○

三
頁
、
五
一
五
○
円
（
税
と
も
）
〕

『
安
藤
昌
益
と
三
浦
梅
園
」
と
い
う
、
江
戸
末
期
、
と
も
に
ほ
ぼ
同
じ

和
田
耕
作
著
「
安
藤
昌
益
と
三
浦
梅
園
」

時
代
を
生
き
た
、
独
創
的
な
哲
学
・
思
想
家
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。

こ
の
両
者
の
思
想
的
内
容
は
余
り
に
も
深
奥
な
も
の
が
あ
り
、
充
分
書

評
と
な
っ
て
い
る
か
危
倶
し
て
い
る
が
筆
者
に
と
っ
て
も
興
味
を
も
っ

て
い
る
人
物
で
あ
る
。

本
書
の
内
容
は
、
Ｉ
、
安
藤
昌
益
と
現
代
、
Ⅱ
、
陶
淵
明
と
安
藤
昌

益
、
Ⅲ
、
三
浦
梅
園
の
医
学
思
想
、
Ⅳ
、
贋
作
の
証
明
、
Ｖ
、
思
想
史

研
究
余
話
と
な
っ
て
い
る
が
、
書
評
と
し
て
の
性
質
上
、
主
に
１
１
Ⅳ

を
中
心
と
し
た
。

彼
等
が
生
き
た
時
代
は
、
こ
れ
よ
り
先
き
に
我
が
国
の
医
学
は
『
黄

帝
内
経
』
を
思
想
の
中
心
に
す
え
た
後
世
方
医
学
か
ら
、
儒
学
の
洗
礼

を
受
け
、
「
傷
寒
論
』
を
よ
り
処
と
し
た
『
古
方
医
学
』
に
変
換
し
て
い

た
頃
で
あ
る
。
著
者
は
昌
益
は
「
気
の
医
学
」
を
通
じ
て
「
黄
帝
内
経
」

に
そ
の
基
を
お
い
て
い
る
と
い
う
。
彼
の
提
唱
し
た
、
一
元
気
論
は
確

か
に
『
内
経
』
的
な
側
面
を
有
し
て
い
る
が
、
古
方
医
学
に
対
す
る
ほ

ど
で
は
な
い
に
し
ろ
、
「
此
の
害
を
も
っ
て
黄
帝
岐
伯
問
答
の
医
書
と
な

し
、
聖
知
を
以
て
民
の
病
苦
を
慈
ん
で
医
法
を
始
む
と
云
る
こ
と
偏
り

な
り
」
（
槁
・
自
・
四
）
、
「
三
部
九
候
」
「
三
陰
陽
」
「
十
二
府
臓
経
絡
」

な
ど
三
言
の
制
法
を
放
妄
の
医
論
と
い
い
（
刊
・
自
・
序
）
、
さ
ら
に
運

気
論
な
ど
十
干
十
二
支
に
よ
る
も
の
は
「
皆
な
十
二
言
を
以
て
運
気
病

論
治
す
。
故
に
皆
な
失
れ
り
」
（
統
・
人
倫
巻
）
と
も
い
っ
て
い
る
こ
と

を
付
加
し
て
お
く
。

彼
の
生
涯
は
最
近
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
そ
の
全
貌
を
あ
ら
わ
し
て
来
て

い
る
。
そ
の
主
張
の
中
心
は
土
で
あ
り
「
直
耕
の
人
」
ｌ
農
民
こ
そ
が

至
上
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
理
想
社
会
は
「
万
人
が
直
耕
す
る
社
会
」
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